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【手続補正書】
【提出日】平成26年5月16日(2014.5.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　不織布であって、
　外面を有する複数の繊維と、
　前記複数の繊維の前記外面上のコーティングとを有し、
　前記コーティングは、アミノ官能化シラン、ジアルデヒド、及びシリカナノ粒子の架橋
反応生成物であり、（ｉ）前記ジアルデヒドの前記アミノ官能化シランに対する重量部の
比率は少なくとも２：１であり、（ｉｉ）前記ナノ粒子は、５００ナノメートル未満の平
均粒径を有し、（ｉｉｉ）前記ジアルデヒドの前記シリカナノ粒子に対する重量の比率は
少なくとも２：１であり、かつ（ｉｖ）前記コーティング組成物は、０．５グラム毎平方
メートル以上、６毎平方メートル以下の坪量を有することを特徴とする不織布。
【請求項２】
　請求項１に記載の不織布であって、
　前記粒子が、約２５０ナノメートル未満の平均粒径を有することを特徴とする不織布。
【請求項３】
　請求項１に記載の不織布であって、
　前記粒子が、約１５０ナノメートル未満の平均粒径を有することを特徴とする不織布。
【請求項４】
　請求項１に記載の不織布であって、
　前記不織布が、スパンボンド層とメルトブローン層とを含む積層体であることを特徴と
する不織布。
【請求項５】
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　請求項１に記載の不織布であって、
　前記複数の繊維の外面が、コロナ処理が施された不織ウェブを含むことを特徴とする不
織布。
【請求項６】
　請求項１に記載の不織布であって、
　前記ジアルデヒドがグルタルアルデヒドであることを特徴とする不織布。
【請求項７】
　請求項１に記載の不織布であって、
　前記不織布の平均突刺抵抗を少なくとも約２５％増加させたことを特徴とする不織布。
【請求項８】
　請求項１に記載の不織布であって、
　前記繊維の可視外面の少なくとも５０％が、前記コーティング組成物で被覆されること
を特徴とする不織布。
【請求項９】
　請求項１に記載の不織布であって、
　前記シランが、テトラエトキシシラン、アミノプロピルトリエトキシシラン及びヘキサ
メチルジシラザンよりなる群より選択されることを特徴とする不織布。
【請求項１０】
　請求項１に記載の不織布であって、
　前記シランが、ヘキサメチルジシラザンであることを特徴とする不織布。
【請求項１１】
　請求項９に記載の不織布であって、
　前記ジアルデヒドがグルタルアルデヒドであることを特徴とする不織布。
【請求項１２】
　請求項９に記載の不織布であって、
　前記不織布の平均突刺抵抗を少なくとも約２５％増加させたことを特徴とする不織布。
【請求項１３】
　請求項９に記載の不織布であって、
　前記コーティング組成物が、前記複数の被覆された繊維の可視外面の少なくとも約５０
％を覆うことを特徴とする不織布。
【請求項１４】
　請求項１２に記載の不織布であって、
　被覆された繊維を有する前記不織布が、メルトブローンウェブ、スパンボンドウェブ、
及びカードウェブからなる群より選択されることを特徴とする不織布。
【請求項１５】
　請求項７に記載の不織布であって、
　前記不織布が、スパンボンド・メルトブローン・スパンボンド積層体であることを特徴
とする不織布。
【請求項１６】
　請求項７に記載の不織布であって、
　前記複数の被覆された繊維の可視外面の少なくとも約７５％が、前記コーティング組成
物で被覆されることを特徴とする不織布。
【請求項１７】
　請求項１に記載の不織布であって、
　前記アミノ官能化シランが、ＮＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｓｉ（ＯＣ２Ｈ５）３；ヘキサ
メチルジシラザン；３－アミノプロピルトリエトキシシラン；ビス［（３－トリエトキシ
シリル）プロピル］アミン；３－アミノプロピルトリメトキシシラン；３－アミノプロピ
ルメチルジエトキシシラン；３－アミノプロピルメチルジメトキシシラン；アミノエチル
アミノプロピルトリメトキシシラン；アミノエチルアミノプロピルトリエトキシシラン；
アミノエチルアミノプロピルメチルジメトキシシラン；アミノエチルアミノプロピルメチ
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ルジエトキシシラン；アミノエチルアミノメチルトリエトキシシラン；アミノエチルアミ
ノメチルメチルジエトキシシラン；ジエチレントリアミノプロピルトリメトキシシラン；
ジエチレントリアミノプロピルトリエトキシシラン；ジエチレントリアミノプロピルメチ
ルジメトキシシラン；ジエチレントリアミノプロピルメチルジエトキシシラン；ジエチレ
ントリアミノメチルメチルジエトキシシラン；（ｎ－フェニルアミノ）メチルトリメトキ
シシラン；（ｎ－フェニルアミノ）メチルトリエトキシシラン；（ｎ－フェニルアミノ）
メチルメチルジメトキシシラン；（ｎ－フェニルアミノ）メチルメチルジエトキシシラン
；３－（ｎ－フェニルアミノ）プロピルトリメトキシシラン；３－（ｎ－フェニルアミノ
）プロピルトリエトキシシラン；３－（ｎ－フェニルアミノ）プロピルメチルジメトキシ
シラン；３－（ｎ－フェニルアミノ）プロピルメチルジエトキシシラン；
ジエチルアミノメチルトリエトキシシラン；ジエチルアミノメチルジエトキシシラン；ジ
エチルアミノメチルトリメトキシシラン；ジエチルアミノプロピルトリメトキシシラン；
ジエチルアミノプロピルメチルジメトキシシラン；ジエチルアミノプロピルメチルジエト
キシシラン；及びｎ－（ｎ－ブチル）－３－アミノプロピルトリメトキシシランよりなる
群から選択されることを特徴とする不織布。
【請求項１８】
　請求項３に記載の不織布であって、
　前記ジアルデヒドが、アルキル及び芳香族ジアルデヒドよりなる群より選択されること
を特徴とする不織布。
【請求項１９】
　請求項１に記載の不織布を含む保護衣類。
【請求項２０】
　請求項１に記載の不織布を含む滅菌ラップ。
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